
令和８年度

茅ヶ崎市

令和８年８月

柳島小学校

避難所開設・運営マニュアル



高潮

制限なし

想定

津波 A棟、B棟の3階空き教室

A棟、B棟の3階空き教室

A棟、B棟の3階空き教室

制限なし

柳島小学校

土砂災害

想定される災害リスクと避難スペース

内水

1～3ｍ

１ｍ～３ｍ洪水

0.5m

想定なし

想定なし

避難スペース災害



1.4.3　応急トイレの確保

2.1.1　災害状況を把握

1.3.3　本部運営用物品の調達

1.2.2　市災害対策本部への報告（ＭＣＡ無線）

　2.1　情報の収集と情報共有の考え方

15

11

17

1.3.1　活動本部設置場所の決定

16

9

11

11

12

10

1.2.1　施設への進入

18

　1.4　体育館の非常用電源と応急トイレの確保 15

17

　施設基礎情報 7

　（参考）発生の切迫性が高い地震の本市被害想定 4

　（参考）避難所と避難場所 5

12

9

9

1.2.4　立入禁止場所と禁止措置

　避難所の開設の流れ

・・・・・・・・・・ はじめに ・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・ 開設に向けて（初動期） ・・・・・・・・・・

13

　市災害対策本部と避難所の情報伝達方法

1.2.3　避難所として使用する主要場所の確保

　1.3　避難所の運営体制 13

13

14

　目次①

1.1.2　安全確認役割分担

1.1.3　外観目視点検による初動期応急危険度判定調査

1.4.1　体育館非常用発電機について

1

1.1.1　関係者の集合

1.4.2　体育館非常用発電機の操作方法（概要）

・・・・・・・・・・ 避難者の受入・対応（初動期・応急期） ・・・・・・・・・・

15

2.1.2　被害状況を把握する上でのポイント

　1.1　避難所の安全確認①（施設外観調査）

2.1.3　避難所内での各種情報の共有 18

　1.2　避難所の安全確認②（施設内調査）

　避難所開設・運営マニュアルについて

4

3

1.3.2　避難所運営委員会（初動期対応体制）の編成



　2.2　受付の設置、受付対応～誘導

2.3.3　避難者受け入れスペースの確保

25

2.5.3　使用後の携帯用トイレの処分方法

2.5.1　基本的な考え方

2.5.2　災害対応フェーズに応じたトイレの確保策

21

23

2.5.4　トイレ環境の維持管理

26

2.7.4　炊き出しの実施 30

2.6.2　手洗い 27

　2.5　トイレ対策

2.3.5　生活スペースに必要な物品等の調達

20

20

21

　2.3　受入場所や環境の整備

21

19

25

2.3.4　生活ルールや注意事項の周知 22

2.2.6　災害対策本部への報告

2.2.1　受付場所の決定

2.2.5　避難者状況のとりまとめ

2.2.3　受付対応

19

20

2.2.2　受付の設置

26

19

29

26

　2.6　衛生対策

2.2.4　避難者の誘導

2.6.3　清掃

2.3.2　スフィア基準を踏まえた参考基準

2.6.1　土足禁止

2.3.1　良好な生活環境の確保に向けた取組事項

23

2.4.2　レイアウト検討時のポイント

　2.4　体育館レイアウトの検討

2.6.5　生活スペース等でのごみの収集・分別

20

27

21

25

24

22

2.6.8　ペットへの対応

2.7.3　備蓄物資の配布

27

2.6.7　生活ごみの収集体制の確認

27

　2.7　備蓄物資等の配布

28

30

28

28

29

27

2.7.2　備蓄物資の配布方法の検討

29

2.6.4　生活スペースの換気

2.6.6　生活ごみの集積場所の確保

2.7.1　備蓄物資の種類と保管場所

27

2.5.5　仮設トイレの確保

2.4.1　体育館レイアウト（例）



2.13.2　巡回警備と安全確保

2.13.6　性犯罪対策

　2.13　防犯対策

　2.11　要配慮者への対応②（女性や性的マイノリティ・外国人への配慮）

41

39

37

2.12.2　こどもの居場所確保に向け配慮すべき事項等

2.13.4　防災物資等の管理

2.11.3　性的マイノリティへの配慮

2.11.1　女性への配慮

35

2.10.2　傷病者への対応

41

39

2.12.1　こどもの居場所づくり

34

33

32

31　2.8　避難者への救援物資等の調達・管理・配布

32

32

30

2.10.1　高齢者・障がい者への対応

32

34

34

2.8.2　救援物資等の受入体制を整える

2.8.3　救援物資等の受入れ

2.8.4　救援物資等の管理

2.9.2　暑さ・寒さ対策

31

2.9.5　その他病気対策の実施

33

33

2.10.3　体調不良者への対応

2.10.4　要配慮者の特性に応じた配慮事項（参考）

　2.10　要配慮者への対応①（高齢者・障がい者・傷病者等への対応）

422.13.5　避難経路の確保

2.7.5　避難所内の飲料水確保策

31

41

33

2.8.5　救援物資等の配布

2.8.6　燃料の確保

2.13.1　避難所の出入り制限とプライバシーの確保

38

2.8.1　避難者のニーズ把握と支援要請

38

2.9.3　感染症対策

36

　2.12　こどもへの配慮

2.9.6　市保健師との連携

2.9.4　感染症患者発生時の対応

42

2.13.3　貴重品の管理

41

37

2.11.4　外国人への配慮

41

2.9.1　避難者の健康管理体制を整える

2.11.2　妊婦や産後間もない母親、乳幼児への配慮 37

35

39

2.12.3　こどもに見られやすい身体化症状 40

　2.9　避難者の健康管理

35

35



4.1.4　避難所の閉鎖・統合に向けた作業 47

4.1.3　避難所の閉鎖・統合に関する周知

47

43

3.1.1　居住グループの編成

3.1.2　避難者による自主的な避難所運営体制の構築

49　　（参考）関係様式・掲示物等

　　（巻末資料）防災備蓄物資・資機材等 71

3.2.4　食料・生活物資等の提供 45

3.2.5　災害に関する情報の提供

3.2.3　応急給水拠点

4.1.1　避難所の閉鎖・統合に向けた対応検討

43

4.1.5　避難所運営本部・避難所運営委員会の解散 48

4.1.6　避難所の閉鎖 48

47

47

3.1.3　避難所運営委員会各班の主な役割

47　4.1　避難所の縮小・閉鎖

3.2.1　在宅避難者等の状況把握 45

3.2.2　支援実施の周知・広報

　3.1　避難者の避難所運営への参画

44

45

4.1.2　避難所の閉鎖・統合に向けた説明

45

43

46

　3.2　在宅避難者等への支援 45

・・・ 避難者による避難所運営・在宅避難者等の支援（復旧期以降） ・・・

・・・・・・・・・・ 様式・資料等 ・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・ 縮小・閉鎖（撤収期） ・・・・・・・・・・



《設置基準》

① 避難所避難者の支援を行う場所

　２．マニュアルの構成・使い方

　３．避難所の役割と設置基準

　避難所開設・運営マニュアルについて

避難所の開設・運営等の心がけ

□避難所は、避難者の全員が運営に協力すること
□避難所と周辺地域で密接に連携していくこと

本マニュアルは、避難所開設時に必要となる業務について、業務ごとのシート構成（両面1枚）としてお
り、発災時には、担当者がすべてが記載されたマニュアル冊子を持ち活動するのではなく、該当する
業務シートだけを持って活動することができることとしている。
また、業務シートは、主な活動や確認事項にチェック欄を設け、災害時にはチェックシートとして使用で
きる構成とし、一部では災害時に決めたことを記入できる欄を設けている。

② 在宅避難者等の支援を行う場所

　□避難所の開設及び避難所に滞在する被災者の生活環境の確保
　□避難所生活に必要な生活関連物資の配布、保健医療サービスの提供、情報の提供
　□周辺地域の被害状況の把握、市域の災害情報の発信

　□本市で震度５弱以上を観測したとき
　□南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒に係るものに限る。）が発令されたとき。
　□その他市長が必要と認めるとき

　□在宅での避難生活に必要な生活関連物資の配布、保健医療サービスの提供、情報の提供
　□周辺地域の被害状況の把握、市域の災害情報の発信
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避難所は、災害により自宅での生活が困難となった「避難者」が一定の期間避難生活を送る場所とし
ての役割を担うとともに、家屋に大きな被害がなく自宅で避難生活を送る人や家屋が被災しながらも
避難所へ行かず自宅に留まり不自由な生活を続ける人（以下、「在宅避難者等」という）への支援を
行う場所としての役割を担う。
市災害対策本部との連絡調整を行い、各種支援につなげる。

　１．マニュアルの位置づけ・目的

本マニュアルは、地震発生から概ね3日間（初動期から応急期までの概ね72時間程度）の避難所の
開設及び運営等を円滑に行うことを目的に作成する。
避難所施設の使い方や物資の保管場所などの情報は学校ごとに異なることから、学校の状況を踏ま
え使用場所などの詳細を反映させ、学校ごとに作成する。
本マニュアルについて、平素より、避難所関係者（市、学校、地域の自主防災組織、民生委員等）で
内容の共有を図り、地震発生時においては、本マニュアルを参考に、柔軟かつ臨機応変に対応するこ
とを基本とする。
今後、本市での災害対応や各地の災害教訓、学校施設の使用方法の変更等を踏まえ、適宜必要な
見直しを加えることとする 。

　□市災害対策本部へ周辺の被害状況や避難所の状況、被災者ニーズ等を伝達
　□他の避難所の状況や本市の広域的な災害情報等の収集

③ 市災害対策本部との連絡調整場所



学校職員

地域関係者

（民生委員）

地域関係者

（自主防災組織、
防災リーダー）

避難者

（地域住民）
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▸ 公立小中学校の近傍に居住する職員を中心にあらかじめ任命された職員。

▸ 主な役割：施設の安全確認、市や学校、地域との連絡調整、避難所の開設、防災資

機材の活用、避難者や必要物資等の把握、 地域の被災状況の把握等

　４．避難所関係者

▸ 避難所となる学校施設の管理者として避難所の開設や運営支援等を担う

▸ 学校職員の第一義的な役割は、児童生徒等の安全確保とともに、児童生徒等の安

否確認と教育活動の早期正常化に向けた取り組みであることに留意する

▸ 避難所の開設運営にあたり不足する物品等があれば、学校（施設）の物品を借用し、

消耗品等については補填する

▸ 自宅等が被災し、または被災するおそれがあり、避難所に避難した地域住民。

▸ 避難所の状況が落ち着いた頃（概ね３日程度以降）を目安に、避難所避難者への支

援主体として、交代（当番制）で避難所運営に係る役割を担う

▸ 民生委員は日ごろから災害時に要援護者となる人びとと接していることから、避難所開

設時にこうした人びとへの配慮とともに相談相手となることが期待される

▸ 自ら支援を求める声を上げることが困難な人がいる場合もある。必要に応じて民生委

員がそうした人びとの代弁者としての役割を果たすことが期待される

災害対策地区
防災拠点配備職員

（以下「配備職員」）

▸ 日ごろから地域の防災活動に取り組み、防災に関する知識を持つほか、地域について

の認識も深く、避難者となる地域住民との関係性も期待される

▸ 避難所運営支援のほか、避難所と被災地域が連携（地域のニーズを避難所に伝達す

るとともに、避難所から収集した情報を地域に伝達する等）することで、円滑な被災者支
援などが期待される

　６．本マニュアルが主対象とする災害対応フェーズ

応急期 復旧期 復興期

発災当日 １～３日程度

初動期

３日～１週間程度 １週間以降

　５．災害経過時間を踏まえた避難所の運営体制

本マニュアルが主対象とする期間

避難者

対応班

物資・

環境班

総務班
情報

広報班

避難所

避難者

支援班

食料・

物資班

環境・

衛生班

避難所運営委員会

▸ 配備職員が中心となり学校や地域

関係者が協力し運営する。

▸ 発災直後は人員不足が想定され

ることから最小限の班構成とし一つ

の班が複数の役割を担い対応する。

《発災直後～３日程度》

▸ 避難所の状況が落ち着いた頃を

目安に、避難者が多く関わる組織

体制へ移行する。

▸ 避難所避難者の支援に関する業

務はできる限り避難者が中心と

なって運営できるよう努める。

総務・

情報班

《概ね３日程度以降》

在宅避

難者等

支援班



□

Step５

□

関係者で役割分担し避難所の開設及び避難者対応にあたる体制を整える

Step４

□

施設の安全が確認できるまで避難者を安全な場所で待機させる

　避難所開設の流れ

　避難所の開設・運営の基本方針

市災害対策本部へ避難所の開設報告を行う

〇災害により被災した住民（または被災する恐れのある住民）が安心して健康的な避難生活を送るこ
とができる生活空間を提供する
〇避難所の運営は、避難者、地域住民、学校職員、市職員が協力して行う
〇避難所では、要配慮者や多様な支援ニーズに配慮する
〇在宅避難者等への支援に対し周辺地域と密接に連携する

Step１ 関係者の参集

避難所運営委員会を設置する

Step３

施設の安全確認

配備職員、自主防災組織関係者・防災リーダー等
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□ 応急トイレを確保する

避難者の受入

受入場所を確保し避難者を誘導する

体育館の非常電源と応急トイレの確保

□

□

施設（内外）の安全性及びライフライン（電気・水道等）の使用状況等を確認する

避難所の開設及び運営体制の確保

避難スペースとなる体育館の電力（照明・空調等）を確保する

□

Step２

□

□

受付を設置し、避難者の受入を行う

□

避難所の開設

ｼｰﾄ1.1

ｼｰﾄ1.1･1.2

ｼｰﾄ1.4

ｼｰﾄ1.3

ｼｰﾄ2.2



※配備職員からの連絡等は、表に示す媒体にこだわらず、使いやすい媒体を用いて構わない

※通信支障等が生じている場合は、ＭＣＡ無線を用いることが望ましい

神奈川県地震被害想定調査報告書（令和7年3月）による本市の被害想定

　

※想定地震選定理由：被害の量的、地域的状況や発生の切迫性を考慮し選定

・ kintone 避難所の開設及び避難者の状況報告

・ モバイルロゴチャット
・ 電話

配備→市

・ Riden（参集メール）
・ モバイルロゴチャット

手段 備考状況 連絡

避難者報告

情報提供

一対一での情報のやり取りが必要な場合

発災直後 市→配備

市→配備
配備→市

配備→市 ・ MCA無線
避難所の安全確認結果及び職員・関係
者等の参集状況等の報告
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参集指示、防災情報など、すべての職員
に知らせるべき情報

・ kintone 毎時00分（正時）の定時報告

・ Riden（参集メール）
・ モバイルロゴチャット

42,910人 53,530人

64,430人

配備→市

配備→市
市→配備

避難所避難者数

・ kintone避難所閉鎖

物資要請等 配備→市

安全確認結果

個別相談等

帰宅困難者数

・ kintone
市災害対策本部に対し物資等の支援を
要請

避難所の閉鎖及び関係情報の報告

配備→市

避難所開設

　市災害対策本部と避難所の情報伝達方法（配備職員）

　（参考）地震の本市被害想定

想定地震① 都心南部直下地震 規模 マグニチュード７．３ 本市の震度 ５強～６強

国が防災対策の主眼を置く地震で県内全域が「首都直下地震対策措置法」の首都直下地震対象
区域に指定されている地震。　　　　　《南関東地域のＭ７クラスの地震発生確率：30年以内70％》

12,470人 8,480人 8,070人

本市の震度 ６強～７

7,390人 1,270人 12,470人 2,370人

1日～3日後 4日～１週間後 帰宅困難者数

1日後 2日後

想定地震②

避難所避難者数

避難所外避難者数

避難所外避難者数

2,300人

1日～3日後

大正型関東地震

直後

11,090人 1,270人 直後 1日後 2日後

4日～１週間後

規模 マグニチュード８．２

53,810人

国が長期的な防災・減災対策の対象として考慮している地震。
　　　　　　　　　　　　　　　　《地震発生確率：30年以内ほぼ0～6％（200年から400年の発生間隔)》

会議資料や防災情報などの提供、周辺
の被害情報・在宅避難者等の情報など



※津波一時退避場所（津波避難ビル・津波避難地）

　（浸水想定区域内の学校や公共施設、協定を締結するマンション等）

（茅ヶ崎市津波ハザードマップ）

《津波時の避難場所（上階への避難が必要）となる学校（９校）》

（茅ヶ崎市洪水土砂災害ハザードマップ）

《洪水時の避難場所（上階への避難が必要）となる学校（８校）》

《土砂災害時の避難場所となる学校（対象６校）》

①避難所

②避難場所
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　２．津波・洪水・土砂災害における避難の考え方

（ＱＲ）▸ 避難対象地域の外へ避難

▸ 避難対象地域内では、想定される基準水位以上の高さへ避難

　（参考）避難所と避難場所

　西浜小学校・浜須賀小学校・柳島小学校・東海岸小学校・緑が浜小学校・汐見台小学校
　第一中学校・西浜中学校・中島中学校

　１．避難所と避難場所

▸ 自宅が被災し、一定期間生活するための「生活する場所」

　（主に学校や公民館、協定を締結する企業等）

①津波

▸ 前兆や危険を感じたら山やがけから離れた安全な場所へ避難

▸ 安全な場所への避難が難しい場合は、頑丈な建物の2階以上へ避難

▸ 発生を予見したら早い段階で浸水想定区域外の安全な地域へ避難

▸ 安全な地域への避難が難しい場合は、区域内の高い建物へ避難

（ＱＲ）

②洪水

③土砂災害

　鶴嶺小学校・梅田小学校・柳島小学校・今宿小学校・浜之郷小学校
　梅田中学校・中島中学校・萩園中学校

▸ 津波など命の危険が迫った際に緊急的に一時避難する「命を守る場所」

　（指定緊急避難場所、津波一時退避場所（津波避難ビル・津波避難地）

　小出小学校、小和田小学校、香川小学校、室田小学校
　北陽中学校、赤羽根中学校



【避難所・避難場所での対応想定】

Ｑ 津波や洪水などの浸水が想定される学校で避難者の受入を行う際に心掛けることはあるか。

大津波警報が発表された際には、すべての人が速やかに避難対象地域の外へ避難すること
が基本となり配備職員も同様である。そのため大津波警報発表時には浸水想定区域内の学
校へ配備職員が参集することはできない。例えば、市役所の勤務時間中に大津波警報が発
表された際には、配備先付近の指定緊急避難場所となる学校へ一時的に参集し、避難者対
応業務にあたりながら、大津波警報が解除されるなど安全が確認できたのちに、災害状況等
を踏まえた上で、配備先の学校へ向かうことを想定している。

Ａ

津波や洪水等が発生した際には、避難所周辺に浸水被害が生じる恐れがあること（低層階の
浸水、数時間～数日間の浸水継続、断水、停電等）を想定した準備に努める。なお洪水警
戒時は、早い段階で、長時間滞在に必要となる物資などをあらかじめ上層階へ移動しておく。

Ａ

　３．避難場所と避難所の関係性と避難所開設・運営マニュアルの対象
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Ｑ
津波の浸水想定区域外の学校（指定緊急避難場所）では、津波等からの一時避難者と地震
により被災した避難所避難者の混在が想定されるがどのように対応すべきか。

Ａ
発災直後に避難者を区分することは難しいため、避難者の安全な受け入れを優先する。状
況が落ち着いた後、徐々に避難所避難者と津波等からの一時避難者を区分けする。

Ｑ
津波浸水想定区域内の学校において、大津波警報が発表された際の配備職員の参集はど
のようになるか。

本マニュアルが

主対象とする範囲



（敷地と施設の配置）

門（進入口）の位置と開放・閉鎖の取扱い

自転車・バイク・車等の駐車場所

※避難の原則は徒歩

閉鎖給食門

南門

【施設配置図】

　施設基礎情報

正門
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閉鎖

必要に応じて開放
写真

（未確認）

開放

写真
原則侵入禁止

西門

自転車

バイク

原則侵入禁止

閉鎖

防災コンテナ倉庫

防災スチール倉庫

車

北門
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集合場所

スタートセット保管場所

《役割①》　※最低でも二人一組で活動する 《役割②》

待機場所

（施設周辺の点検）

（建物の外観点検）

（スタートセットの主な収納品）
　○避難所開設・運営マニュアル（本書）
　○初動期応急危険度判定調査表
　○クリップボード
　〇学校配置図
　〇配備職員ビブス　　　　　　　　　　　など

関係者で避難所開設に向けた流れを確認し、役割①②を分担して活動する
（スタートセットを持ち出す）

避難者の安全確保

施設の安全が確認できるまで、安全
な場所での待機を呼びかけ

　1.1.1　関係者の集合

　1.1　避難所の安全確認①（施設外観調査）

□ 単独での行動を避けるため、配備職員・自主防災組織関係者・防災リーダ等の集合場所を
あらかじめ決めておく。

　1.1.2　安全確認役割分担

職員玄関前

□ 集まった人員で、避難所の開設に向け、必要な活動を分担して行うことを説明。

　○余震や二次災害などに十分に注意する。
　○随時、集まってくる方々へも、協力を呼び掛ける。
　○安全が確認できるまでの間、要配慮者などは安全な場所で待機してもらう。

活動の安全性の確保、点検漏れを
防ぐため、複数人で活動

施設の安全確認
（施設の周辺及び建物の外観点検）

グラウンド

□□

適宜、安全確認を実施している旨を
避難者へ伝える

適宜、必要な場所へ誘導員を配置
する（協力者を募る）□
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□

□

施設に影響を及ぼすような危険性、
避難者等の通行への危険性を確認

□

危険な箇所は直ちに共有、近づかな
いような措置をとる

応急危険度判定調査表をもとに施設
の被害状況を確認

防災スチール倉庫

▼

□

□

□

傷病者や要配慮者などは、安全かつ
負担の少ない場所を確保



　1.1.3　外観目視点検による初動期応急危険度判定調査

　調査①

周囲の状況に気を配り、余震等、二次災害に注意する
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判定

要注意 危険調査済

注意を払いながら施設内の安全確
認を進める

避難所として使用可能 使用不可

　使用可否判断

□

初動期応急危険度判定調査表に基づき、外観目視による
施設の安全確認を行う

判定活動は原則として配備職員が実施する（調査活動への同行
（安全管理等）を避難者に協力を募る）

原則２人１組で判定（グループに分かれて調査範囲を分担）□

ＮＯ YES

　調査②

調査の目的

注）

□

大地震発生後の余震等による人的二次災害を防止するため、
被災した建築物を応急的に判定し、利用者等に情報を提供すること

初動期判定活動の
流れ

外観目視が原則（一見して危険は詳細調査不要）
無理な行動はしない

基本ルール

危険な建物から安全な距離をとった
場所で待機
災害対策本部へ報告し指示を仰ぐ

　外観の調査　一見して危険か

　落下・転倒危険物に関する調査

様式1



《役割①》※配備職員による活動 《役割②》

□ あらかじめ確認した方法で施設を開錠する

適宜、安全確認中の旨を避
難者へ伝える

□

施設の開錠

協力者を募る
（避難者への待機案内）

　1.2　避難所の安全確認②（施設内調査）

施設設備の動作点検

避難者の安全確保

□

　1.2.1　施設への進入

□

危険な箇所があれば、危険の排除もしくは近
づかないような措置をとる

電気
（照明がつくか、電気器具の異常がないか）

安全が確認できるまで
待機を継続

大規模な地震の際は、トイレの使用確認がで
きるまで使用禁止の措置をとる

施設内の安全確認中に無断で進入する人が
出ないような措置をとる

施設（内外）の安全が確認で
きるまで待機を継続

□

□

□

□

※

通信
（通話できるか、インターネットにつながるか）

職員室（A棟1階）

放送設備
（使用できるか）

避難所としての施設の使用可否及び開設決定を確認
→　開設確認後、速やかに避難所開設準備に取り掛かる

　1.2.2　市災害対策本部への報告（ＭＣＡ無線）

-11-

トイレ
（設備に異常がないか、正常に流れるか）

施設内外の点検結果（施設使用上の危険性の有無・状況等）を報告

施設内部の安全点検

□

□

水道
（水が出るか、濁りや異臭・漏れはないか）

ＭＣＡ無線
設置場所

□

□

□



（避難者への対応）

（市災害対策本部との調整）

（施設の安全確認結果を踏まえ、危険のため立入禁止とする場所）

（あらかじめ立入禁止とする場所）

□

-12-

B棟1階

□ 要配慮者等、支援を要する避難者等の状況報告及び支援要請

－－

A棟1階

□

　1.2.4　立入禁止場所と禁止措置

　1.2.3　避難所として使用する主要場所の確保

避難所として使用する場所や立入禁止場所を施設配置図へ図示する

□ 災害対策本部へ避難者の受け入れ準備にとりかかる旨を報告

□

避難所や地域の状況（被害状況等）の把握に努め、市へ報告する

□ 近隣の避難所の状況等を確認

□

□

避難所として使用不可

使用不可であることを避難者へ伝達（次の行動が決まるまで引き続き待機を呼び掛ける）

要配慮者、体調不良者等の有無・状況を把握

本部（1.3.1）や受付（2.2.1）、受入れ場所（2.3.3）等の使用環境を整える

－

－ －

－

普通教室

－

－

－

避難所として使用可能

役割分担を行い、受入れ場所の確認や環境の整備に努める
※避難者へ避難所の開設及び運営への協力を呼びかける

□

様式7



（事前に決めている場所） （確定）

※市や施設管理者、地域等との連絡調整が可能な場所、避難者の状況を把握しやすい場所が望ましい

※班の役割に固執せず、各々が協力し柔軟に対応する

生活環境に関すること
〇トイレの確保・維持管理　〇衛生管理　〇ペットの受入場所
〇電気・水道・通信等の生活必要設備の状況把握と運用

　1.3　避難所の運営体制

　1.3.1　活動本部設置場所の決定

本部

関係者及び避難者で協力し、柔軟かつ臨機応変に対応することができる体制をとる

職員室（A棟1階）

注）

　1.3.2　避難所運営委員会（初動期対応体制）の編成

〇避難者の状況把握　〇周辺及び市内外の被害状況の把握
〇避難者への情報提供（掲示等）　〇情報管理　〇本部への報告
〇市と地域の情報伝達

情報・広報に関すること
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□

【主なメンバー】
市職員（配備職員）、施設職員、地域関係者（自主防災組織・防災リーダー・民生委員）

〇資機材・防災物資の管理　〇必要物資等の調達
〇避難者への物資等の提供　〇共用資機材等の設置
〇施設が所有・管理する物品等の借用

活動内容

避難者管理に関するこ
と

〇避難者の受付・誘導　〇避難者名簿の作成・管理
〇避難者の収容状況（人数・構成世帯等）　〇避難者傾向把握
（年代・性別等）　〇在宅避難者等の状況把握

〇配慮や支援の必要性把握　〇要配慮者に応じた支援の実施
〇負傷者の救護と応急手当　〇医療救護所・後方医療機関等へ
の搬送要請　〇感染症などの体調不良者の把握

総務に関すること

主な役割

食料・物資に関すること

避難者支援に関するこ
と

物
資
・
環
境
班

避
難
者
対
応
班

関係者で集合し初動対応に必要な班を編成

総
務
･
情
報
班

〇避難所全体の総括　〇避難所の秩序と安全維持（ルール作り）
〇市や施設管理者との調整　〇その他調整全般
〇施設の使用場所の把握　〇危険防止・立入禁止等の措置
〇自主防災組織等地域との連絡調整　〇関係機関等との連携



（対象物品） （保管場所）

職員室（A棟1階）

（未確認）

校長室（A棟1階）

防災スチール倉庫（プール横）

コミュニケーションボード

（未確認）

写真

写真

トランシーバー

写真

多言語表示シート

－

ランタン・照明器具

写真

職員室（A棟1階）

旧コンテナ倉庫

（未確認）

検温・消毒ディスペンサー

各種張り紙・掲示物等

施設配置図

職員室（A棟1階）

感染症対策セット

避難所開設セット

－

写真

防災ラジオ

避難所開設セット内
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感染症対策用品セット

スタートボックス

旧防災備蓄倉庫

ＭＣＡ無線

写真

コミュニケーションボード

多言語表示シート

避難所開設セット内

避難所開設セット内

トランシーバー（簡易無線機）

本部受付用テント（イージーアップテント）

　1.3.3　本部運営用物品の調達

ＭＣＡ無線

写真

－

防災ラジオ

避難所開設セット

ランタン等照明器具

写真

－

写真

ポータブルバッテリー

ポータブルバッテリー

写真

写真

イージーアップテント

写真

予備マスク



【基本性能】

※自動停止時間

（消し忘れ防止機能）

12：30(小中学校) 

16：30(小学校) 

18：30(中学校) 

21：00(小中学校)  

21：30(小中学校)

始動前の注意

取扱にあたっては、発電機操作マニュアルに基づき実施すること
※発電機取扱マニュアル及び発電機始動用の鍵は、操作盤扉内にあり

電灯電源切替盤
設置場所

電源切替盤
設置場所

発電機の屋外用コンセントを用いて屋外の電力として使用

非常用発電機
設置場所

　1.4.1　体育館非常用発電機について

●燃料・タンク容量：軽油・９００リットル
●燃料消費量：５０％負荷時=１８．０リットル／時間、７５パーセント負荷時=２４．２リットル／時間
　（満タン時稼働時間目安（７５％負荷時：９００リットル÷２４．２リットル／時間≒３７．２時間）

非常用発電機横

　1.4.2　体育館非常用発電機の取扱

□ 体育館内の空調や照明、コンセント等の電力として使用

電灯電源切替盤

□

　1.4　体育館の非常用電源と応急トイレの確保

発電機

▼

停電の発生

電源切替盤
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（外観写真）

体育館北側

停電により通常の電力が断たれているか

発電機及び周辺の安全確認

体育館ステージ横（西側）

本体及び周辺に、一見して、危険や異常がないか

□



（事前に決めている場所） （確定）

（使用方法）

（使用後）

処理剤をかけ、袋を縛って所定のごみ袋へ

　トイレの使用禁止措置

　応急トイレの確保

②便座に汚物処理袋をセッ
トする

□ 携帯トイレ（災害用汚物処理セット）を持ち出す

□ 発災直後は施設内のすべてのトイレを使用禁止とする

トイレ出入口に張り紙・立入禁止テープ等で進入を抑止する

大規模な地震の後は上下水道に支障が生じているおそれがある

□

　1.4.3　応急トイレの確保
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発災直後は断水していても、施設内の水道管等の残水により水が流れる場合がある

注）

体育館外壁際

□ 汚物処理セットの在庫を切らさないよ
う数量管理を行う

③吸収シートをセットする

注）

□ 使用方法（ルール）をトイレ入口及び
個室に張り出す

□ 既設トイレ（洋式便器）にセットして使用する

携帯トイレ
保管場所

旧防災備蓄倉庫、体育館2階倉庫、防災倉
庫（B棟3階）

▸▸

応急トイレ
使用場所

①便座を持ち上げ受けパッ
クをセットする

このような状態になる前に

すべてのトイレを使用禁止にする



総情 避難 物環

〇

【情報収集の目的】

【各種情報の収集先の例】

※情報収集においては、周辺の避難所や自主防災組織等との協力連携が不可欠である

〇

□

発災直後は、様々な情報が錯綜することから、正確な情報収集を心掛ける

人命救助と安全確保

避難生活の維持

避難所の管理・運営

◎

□避難所周辺及び周辺地区の被害状況等に関すること
□市域及び広域の被害状況等に関すること
□他の避難所の状況等に関すること
□避難所周辺地域の在宅避難者等等に関すること
□ライフライン等の被害状況及び復旧見込状況等に関すること
□支援物資等の調達（見通し）等に関すること
□市や関係機関等の応急対策活動の実施状況（実施見込み）等に関すること
□各種支援に関すること

◎

◎

〇

　2.1　情報の収集体制

注）

【主な情報収集事項】

　2.1.1　災害情報の収集

避難者

災害情報の収集は、今後の避難所の開設・運営において、大変重要となるため、避難所開
設当初より、各種情報の収集に努める

復旧・復興への繋ぎ

◎

市災害
対策本部

〇

　ライフラインの復旧情報

　市域及び広域の状況

-17-

　在宅避難者等の状況

◎

周辺
避難所

ﾃﾚﾋﾞ･ﾗｼﾞｵ･
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等

内容

〇 〇

自主防災
組織

　各種支援に関する情報

◎

〇

◎

◎

◎　支援物資の調達見通し

　市や関係機関の活動状況

　避難所周辺等の被害状況

　他の避難所の状況



総情 避難 物環

〇

総情 避難 施物

〇

【掲示・張り紙等で周知する事項の例】

【校内放送等で周知する事項の例（放送設備稼働時）】

□

□ 復旧・復興、生活等に関する情報の周知

注）
▸ 避難所においては、避難者の情報ニーズが高まることから、情報の遅れや不足などで、

　避難者の不安や不満が増し、避難所運営に支障を来すこともあることに留意する。

▸ 正確な情報を提供することが必要となるが、迅速さも求められる。

▸ 正確な情報を知り得てから提供しようとすると、その間にも避難者の不安が高まることも

　想定されるため、状況把握に時間を要するような場合は、「情報収集中であること」を周
　知していくことも必要となる。
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□

□

□ 被害の詳細（人的被害の有無、物的被害の有無）

支援要請の必要性判断（対応状況）
対応できる・できている（未対応・対応中・対応済）、対応できない（対応不可）

知り得た情報を本部内で共有する

生じている事象（いつ、どこで、どのようなことが起きているか）

災害時の情報収集としては、いつ、どこで、何が起きているか、それにより誰に、どのような影響を及ぼ
すおそれがあるか、また、支援要請の必要性）などについて、把握することが重要である

□

避難者に対する協力の呼びかけ

現に生じている影響（誰に、どのような影響を及ぼしているか）

避難所の生活ルールや注意事項などの周知

避難所の生活ルールや注意事項などの呼びかけ

□

□

　2.1.2　被害状況を把握する上でのポイント

□

　2.1.3　避難所内での各種情報の共有

二次災害への注意喚起、緊急時の行動の周知

□

□

□

今後、生じるおそれがある影響（誰に、どのような影響を及ぼす恐れがあるか）

各種情報については、掲示や校内放送等により避難者へ周知し、適宜更新する

市内の災害状況（適宜更新）の周知

□ 様式10

様式9-1

様式9-2

様式8



総情 避難 物環

〇

（受付動線イメージ）

（事前に決めている場所） （確定）

（事前に決めている場所） （確定）

※避難者がわかりやすい場所、天候等にも対応できる場所が望ましい

総情 避難 物環

〇

（対象物品） （保管場所）

③体調不良者
　 受付

職員玄関

避難所開設セット内避難所周辺地図

コミュニケーションボード 避難所開設セット内

（未確認）

□

本部受付用テント（イージーアップテント） 防災スチール倉庫（プール横）

□

□

□

職員室（A棟1階）

避難者にわかりやすいよう（受付場所の目印として）テント等を設置
（テント内には、必要に応じ机と椅子を設置）

テント・検温器
写真・ｲﾒｰｼﾞ

②一般受付

　2.2　受付の設置、受付対応～誘導

職員玄関

　②一般受付

　2.2.1　受付場所の決定

　③体調不良者受付

　①検温場所
　（体調不良者の把握）
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①検温場所 職員玄関

検温・消毒ディスペンサー

避難所開設セット内

　2.2.2　受付の設置

受付に必要な物品等を調達（下表参照）

避難者カードを用意する

予備マスク

避難者カードの記入のため、机と椅子を設置

避難所開設セット（避難者カード・文房具）

施設配置図

スタートボックス

様式2



総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

【配備職員による活動】

□

　2.2.3　受付対応

□

注）

受付時に、高齢者や要配慮者等の配慮が必要な避難者に対し、支援ニーズなどを聞き取る

□ 避難所周辺の被害状況、在宅避難者等の状況など、周辺地域に関する状況を報告する

□

待機している避難者に対し、避難所を開設した旨を伝え、受付ををするよう呼びかける

避難者カードの情報を避難者名簿及び各種リストにとりまとめる
※避難者の入退所を随時把握する

□ 避難者の状況（人数、世帯数、性別、年代等）を定時報告する

一般者・要配慮者等、あらかじめ割り当てたスペース（2.3.3参照）へ誘導する

□ 状況に応じ、避難所業務への協力者を募る
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□

注）
要配慮者から聞き取った支援ニーズのうち、避難所では対応できない事項などについて応援
を求める

報告の際に、市域の被害状況や他の避難所の状況など、市の情報を聞き取るよう努める

　2.2.4　避難者の誘導

□

注）

感染症対策のため、避難者に検温及び手指のアルコール消毒を促す

土足禁止、衛生環境の悪化予防、トイレの使用場所や使用方法など、避難所の基本的な
ルール、協力事項などを周知する

　2.2.5　避難者状況のとりまとめ

検温により発熱を確認もしくは避難者からの申し出により感染症の恐れがある場合は、体調不
良者として、一般避難者とは動線を分け、専用の受入場所へ誘導する

避難者の受付にあたり、世帯ごとに避難者カードを記入し、提出していただく

□

　2.2.6　災害対策本部への報告（随時）

□

様式3･4･5

様式6



総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

（事前に決めている場所） （確定）

【トイレの確保】
できる限り、避難者20人に1基、男性用と女性用の割合が１：３となるよう努める

B棟昇降口

高齢者や障がい者などは、災害による生活環境の変化に対応することが困難となることが予
想されることから、特段の配慮が必要となるため避難者全体で支え合う必要があること
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　2.3　受入場所や環境の整備

　2.3.1　良好な生活環境の確保に向けた取組事項

学習室（A棟2階）

注）

□

　2.3.3　避難者受け入れスペースの確保

すべての避難者分の数量を確保できない場合は、公平性だけを重視するのではなく、様々な
事情を考慮して、高齢者・障がい者等の困っている人から迅速かつ臨機応変に設置すること

□

　2.3.2　スフィア基準を踏まえた参考基準

できる限り避難所開設の早期段階から、パーティションや簡易ベッドの設置に努めること

□ 【居住スペース】
できる限り、一人当たり３．５㎡の居住スペースとなるよう努める

□

待機教室（A棟2階）

一般者
受入場所

要配慮者
受入場所

妊産婦・乳幼児
受入場所

図書室（B棟2階）

会食室（A棟1階）

体育館

体育館外壁際

救護場所

体調不良者
受入場所

ペット
受入場所

応急トイレ
使用場所

これらの数値は、避難者の尊厳と人権を守り、適切な生活環境を確保するための目安であ
り、数値そのものを達成することを目的とするものではなく、現場の状況にあわせて質の確保
に努めることが重要である

注）



総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

保管物品・資機材を確認し、不足物資等を災害対策本部へ要請する

　2.3.4　生活ルールや注意事項の周知

写真

コードリール
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東校舎3階南側倉庫

プライベートテント

写真 写真

手洗い器

コンテナ倉庫

エアーマット（体調不良者用）

多目的折り畳みベッド

体育館2階倉庫

　2.3.5　生活スペースに必要な物品等の調達

毛布

コンテナ倉庫

コンテナ倉庫

多目的折り畳みベッド

東校舎3階南側倉庫

スチール倉庫（体育館北側）,南校舎3階教室

投光器（バルーンライト）

体育館2階倉庫,東校舎3階南側倉庫

ワンタッチハウス

簡易トイレ

土足禁止など、生活ルール・施設使用上の注意点等を周知・掲示する

スチール倉庫（プール横）

ファミリールーム（パーティション）

簡易ベッド

□

□

アルミマット

東校舎3階南側倉庫

写真

ＬＥＤフローレンライト

（未確認）

旧コンテナ倉庫

発電機

写真 写真

バルーン投光器

コンテナ倉庫

携帯トイレ・簡易トイレ

ファミリールーム

携帯トイレ（災害用汚物処理セット）

写真

パーソナルテント

コンテナ倉庫

写真

コンテナ倉庫

ワンタッチハウス

スチール倉庫（プール横）,東校舎3階南側倉庫

プライベートテント

ポータブルバッテリー

ランタン・その他照明器具

簡易ベッド

コンテナ倉庫

パーソナルテント（体調不良者用）

スチール倉庫（プール横）



総情 避難 物環

〇

通路

※本レイアウトイメージ（例）を参考に、各校体育館の特徴や避難者の状況等を踏まえ配置を検討する

出入口

通路

多
目
的

　
エ
リ
ア

ステージ

ステージ横倉庫

　2.4.1　体育館のレイアウトイメージ（例）

通路
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　2.4　体育館レイアウトの検討

女
性
更
衣
室

・
授
乳
室
等

ﾊﾟｰﾃｨ
ｼｮﾝ

ﾊﾟｰﾃｨ
ｼｮﾝ

通路

通路

ステージ横倉庫
男女共通物資置き場

女
性
用
更
衣
室

運営本部
協議・打合せス

ペース

物
資
置
場

通路通路

ﾊﾟｰﾃｨ
ｼｮﾝ

こ
ど
も

　
エ
リ
ア

受
付

ﾊﾟｰﾃｨ
ｼｮﾝ

男
性
用
更
衣
室

通路

情
報
掲
示

子連れエリア

女性エリア

通路を設け

仕切りでプライバシーを確保

こどもが遊べる場所

母親が安心して授乳できる場所

一人一人が自由にとれる物資

受け渡しに管理が必要な物資



総情 避難 物環

〇

できる限り、発災直後からパーティション等を活用し、個人スペースの確保に努める

　2.4.2　レイアウト検討時のポイント

災害リスク（危険）等が切迫している状況下では、スペースの確保よりも避難者の受入れを優
先する

□

-24-

パーティションが不足することが想定されるときは、ブルーシートやマット等を活用する

生活物資は男女双方に配慮した保管場所を設置する

□

避難所レイアウトの例

パーティションを使用する場合は、受付で体育館レイアウトを作成し、個室ごとの入居者を把
握しておく

男女別・共用の更衣室を設置する

壁側は、壁を伝い歩きする方へ配慮するため通路とする

停電時は、空調のある体育館内に、要配慮者等の避難スペースを設けて使用を優先する

□

□

□ 避難者の動線（通路）を確保する

注）
体育館内に体育用具倉庫等がある場合は、確保した空間を柔軟に活用する
（生活用品保管庫、更衣室、要配慮者用トイレなど）

避難所レイアウトの例

ステージ下に椅子が収納されているときは、レイアウト配置前に椅子を取り出しておく

□

避難所レイアウトの例 避難所レイアウトの例（ペット）

避難所レイアウトの例

□

避難所レイアウトの例

□

注）

注） 体育館上部のキャットウォークは、窓の開閉時以外は立入禁止とする

□



総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

トイレの種類

△

男女別トイレのほか、誰もが使えるトイレを設置する

携帯トイレ使用例

　2.5.2　携帯トイレを用いたトイレの確保策

便を収納する袋を熱圧着により密閉できるトイレ。バッテリー稼働
用を足した後の袋の処理が難しい要配慮者の使用を想定

 組み立て式仮設トイレ

仮設トイレ

 ラップポン

簡易トイレ使用例①

施設の既設トイレに携帯トイレ（災害用汚物処理セット）をかけて、凝
固剤を用いて使用する。発災直後最優先での使用を想定

 簡易トイレ

携帯トイレ

優先
順位
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ラップポン

　2.5　トイレ対策

□

〇

□ トイレの男女比は、概ね１：３（男：女）とする

設置環境・目的

仮設トイレ等を設置する際は、男性用と女性用トイレ設置場所の距離を離す

できる限り、避難者２０人に１基を基準に確保する。（発災直後は５０人に１基）

テント（プライベートテント・要配慮者用テント）内に防災用簡易トイレ
を設置し、携帯トイレ（袋）をかけて使用する。既存トイレが使用でき
ないとき、または移動が難しい方の使用を想定

テントと便槽が一体となった、貯留式の仮設トイレ。各種トイレで不足
が生じる場合に使用。他トイレ同様携帯トイレを用いた使用を想定

□

携帯トイレ使用例②

□

◎

□

　2.5.1　基本的な考え方

トイレの設置においては、プライバシーの確保とあわせ防犯対策を講じる
（設置場所及びトイレまでの動線における照明の確保、見回り等）

〇

 施設の既設トイレ



総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

《望ましい設置場所》

▸ 車両の進入が可能で、し尿の収集が容易な場所

▸ 避難スペースの出入り口から近く、照明が確保でき、在宅避難者等も気づきやすい場所

▸ 視覚障がい者の利用を考慮した塀や壁際など

□ トイレの使用方法等を各所に掲示し周知徹底する

　2.5.3　使用後の携帯用トイレの処分方法
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災害対策本部を通じて仮設トイレを確保する

□

仮設トイレの設置場所以下の要素を含む場所から設定する

□

□

《ポイント》
　凝固剤で固めてから袋の空気を抜いて口を固く結び、「可燃ごみ」として処分する。

▸ しっかり固める: 凝固剤や吸水シートで尿・便を完全に固める

▸ 密閉・二重にする: 汚物袋の空気を抜き、袋の口を硬く結ぶ。

その後、別の袋（防臭袋が最適）に入れて二重にする

▸ 分別・明記: 可燃ごみ（燃やせるごみ）として出すが、他のゴミと区別できるよう

大きな文字で「トイレごみ」と袋に記載する

□

□

　2.5.4　トイレ環境の維持管理

設置台数は、避難者20人に1基、男女比が１：３となるよう努める

　2.5.5　仮設トイレの確保

一部の方に負担が生じないようすべての避難者で役割分担する

□ 使用後は袋に凝固剤をかけ、便を固まらせること

□ 使用後の袋は固結びして、においや便が漏れ出ないように留意する

すべての避難者が清掃の当事者となることで、きれいに使用する意識付けを行う□

□

使用後の袋はポリバケツ等に集積し、適宜、ごみ集積場所へ運ぶ

携帯トイレ（災害用汚物処理セット）等の不足を生じさせないよう、市災害対策本部へ早めの
支援要請を行う



総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

循環型手洗い器を用いて、手洗いの徹底を呼びかける

□

季節や時間帯等を考慮し、原則常時換気を行う

　2.6.5　生活スペース等でのごみの収集・分別

□

□

ごみ袋、防臭・防虫剤等を確保する

-27-

　2.6.4　生活スペースの換気

すべての避難者が清掃の当事者となることで、きれいに使用する意識付けを行う

　2.6　衛生対策

□

　2.6.2　手洗い

□ 砂埃が入りにくいよう、靴を脱ぐスペースは避難生活スペースの外に設ける

避難所の生活スペース内は土足禁止とする

□

ごみ袋（ごみ箱）を設置する　※分別を心掛ける□

　2.6.3　清掃

屋外履きは、袋等に入れて各自保管する

□

□

　2.6.1　土足禁止

一部の方に負担が生じないようすべての避難者で役割分担する



総情 避難 物環

〇

（事前に決めている場所） （確定）

※塵芥車（ごみ収集車）による収集作業を考慮した場所を選定する

※近隣住宅等への影響を考慮する

※カラスや野生動物等による被害を受けないよう対策を講じる

総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

（事前に決めている場所） （確定）

グランド北東北門下（遊具の北側）

① 風雨を避けるため、受入場所は屋内に確保する。（例：昇降口、外廊下、車寄せ、駐輪場等）
② ペットの受入場所は、避難者の動線と交わらない場所にする。
③ ふん尿などの臭いや、鳴き声などの騒音が避難者の生活スペースに届かないよう、避難者が生活
する場所とペットの受入場所を分ける。
④ 屋外に設置する場合は、日照・風雨を避けられるよう木陰やテントが設置できる場所にする。
⑤できる限り、ペットの種類・大きさ・性質によって受入場所を分ける。

□ 受入場所では、ペットは、ケージやキャリーケースに入れておく
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避難所に同行避難したペットは、飼い主が責任を持って管理する

原則として、避難スペース内へのペットの持ち込みは禁止する
※補助犬（盲導犬・聴導犬・介助犬など）を除く□

ペット
受入場所

　2.6.7　生活ごみの収集体制の確認

□

災害対策本部を通じ、避難所のごみの収集体制を確認する

集積場所

注）

　2.6.8　ペットへの対応

B棟昇降口

□

ペットの受入場所の検討のポイント

ペットの受入場所の検討

避難所で受け入れ可能なペットは、主に家庭動物等のうち、犬、猫などの愛玩動物やハムスター、うさ
ぎなどのげっ歯類、インコ等、小型の哺乳類と鳥類等とする

□

　2.6.6　生活ごみの集積場所の確保



総情 避難 物環

〇

避難所となる学校に事前に備蓄している飲食料や生活物資等の種類と保管場所

総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

ごみの回収方法・取扱方法、集めたごみの集積場所を決める

食後の容器等の回収処分についてあわせて周知する

　2.7.3　備蓄物資の配布

こども用おむつ

　2.7　備蓄物資等の配布
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□

□

避難者名簿との付け合わせなどを行いながら、抜けや漏れが生じないよう配布する

不足する物資を本部へ要請する

公平に配布する方法を決める（備蓄数量を超える避難者がいる場合は特に留意）
（いつ、だれが、何を、どこで、どのように配布するか

□

□

非常食（レトルトご飯）

－

－

　2.7.2　備蓄物資の配布方法の検討

食料・飲料水等の配布の要否を判断

□

非常食（レトルトおかゆ）

　2.7.1　備蓄物資の種類と保管場所

生理用品

□

大人用おむつ 東校舎3階南側倉庫

東校舎3階南側倉庫

東校舎3階南側倉庫

配布する品目・配布量を決める

－

□

－

東校舎3階南側倉庫

東校舎3階南側倉庫

飲料水 東校舎3階南側倉庫

注）
賞味期限がある場合は期限の近いものを優先する
物資を配布した時は種類や数量等を記録しておく



総情 避難 物環

〇

（事前に決めている場所） （確定）

総情 避難 物環

〇

（事前に決めている場所） （確定）

　《受水槽の水を活用する際の留意点》

▸ 受水槽給水栓は、日常的に使用する設備ではないため、使用開始直後、一時的に濁り水が出る

場合がある。

▸ 受水槽は、新鮮な水道水が常時給水されているが、配水管の断水時には給水が停止するため、

受水槽内の貯留水は、時間経過とともに水質の低下が懸念される
　《水の管理ポイント》
①透明であること　②濁りがないこと　③異臭がしないこと　④異物がないこと　⑤味に異常がないこと
※透明なガラスコップなどに水を注ぎ、上記の5項目の水質確認を行う

□

飲料水袋

給水機材
設置場所

　2.7.4　炊き出しの実施

□ 給食調理場のある学校（小学校）では、給食調理場の活用可否を確認する
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受水槽の水を活用する（非常用給水栓（蛇口）から取水）

受水槽
設置場所

□

　2.7.5　避難所内の飲料水確保策

A 棟北東側昇降口前付近

□ 飲料水の確保に必要な防災資機材を確保する

給水用コンテナ水槽（0.25ｔ）給水用コンテナ水槽（１ｔ）

プール入り口付近（ろ水器）

A棟とB棟の間

炊き出し
実施場所

注）
給食業務に従事する職員を中心に、給食調理場の被害状況や設備の稼働状況等を確認
し、給食調理場等を活用して早期段階から温かい食事等の提供を行っていけるよう努める

炊き出し・湯沸かし等に必要な防災資機材等を確保する



総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

（事前に決めている場所） （確定）

（事前に決めている場所） （確定）

家庭科調理室（A 棟１階）

家庭科調理室（A 棟１階）

□

衣料品

特定原材料（義務表示8品目）

　2.8　救援物資等の調達・管理・配布

食料

生活用品
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家庭科調理室（A 棟１階）

□

正門付近

□

救援物資
受入場所

避難生活に必要な物資等のニーズを把握する

物資の荷下ろし場所・ルートを確保する

□

物資種別等に応じた保管場所を確保する

□

　2.8.2　救援物資等の受入体制を整える

食物アレルギーに注意する

□

　2.8.1　避難者のニーズ把握と支援要請

えび、かに、くるみ、小麦、
そば、卵、乳、落花生

アーモンド、あわび、いか、いくら、オレンジ、カシューナッツ、
キウイフルーツ、牛肉、ごま、さけ、さば、大豆、鶏肉、バナナ、

豚肉、まつたけ、もも、やまいも、りんご、ゼラチン 

食料・物資等の確保にあたっては要配慮者のニーズを反映する

必要な食料・物資等について、災害対策本部へ要請する

アレルギーの主な症状は、皮膚症状（かゆみ、蕁麻疹、湿疹など）、呼吸器症状（咳、喘鳴、呼吸困難
など）、粘膜症状（鼻水、くしゃみ、目の痒みなど）、消化器症状（腹痛、嘔吐、下痢など）である

特定原材料に準ずるもの（推奨表示20品目）



総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

□ 《冬季》　石油ストーブの燃料（灯油）

□ 女性特有の生活用品（生理用品・下着等）を配布する場合は、配布場所や方法に留意する

荷下ろし・搬入のための人員を確保する（必要に応じ避難者へ協力を求める）

公平に配布できない場合は、優先順位（こども、要配慮者等）を定める

□
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　2.8.6　燃料の確保

　2.8.4　救援物資等の管理

保管食料・物資については、常時、その種類と在庫数を把握しておく

　2.8.5　救援物資等の配布

　2.8.3　救援物資等の受入れ

□ 体育館非常用発電機の燃料（軽油）

□

物資搬入車が到着したら、荷下ろし場所まで誘導する□

□

□

注）
体育館非常用発電機への燃料補充は、燃料補給車によるため、発電機までの車両動線を
確保しておく

□ 勝手に持ち出されることなく、平等に配布できるよう、避難者の目につきにくい場所で保管する

□

配布ルールを決め、できるだけ全員が納得するように配布する

□

物資の衛生的な保管状態には十分に注意する

防災資機材発電機の燃料（レギュラーガソリン）



総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

注）
「感染症を踏まえた避難所運営ガイドライン～複合災害に備えた避難所へ～」（神奈川県）参
照

　2.9　避難者の健康管理

循環型手洗い器検温・手指消毒器

□ 感染予防の啓発ポスターを掲示する

循環型手洗い器、手指消毒液等を設置する

□

冷暖房器具を確保する

採光量の調節（暑いときは日光の直射を避ける）を実施する

□

扇風機・スポットクーラー

□

□
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　2.9.3　感染症対策

空調を活用する（停電時は非常用発電機での稼働）

　2.9.2　暑さ・寒さ対策

　2.9.1　避難者の健康管理体制を整える

寒い時は、毛布または防寒着等を確保する

暑い時は、食料等の温度管理に配慮する

□

避難者が体調不良を感じたら相談できる体制を整える

□

避難所の換気を行う

啓発ポスターの例

□

□



総情 避難 物環

〇

（事前に決めている場所） （確定）

総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

□

□

□

保健師等の巡回時に、体調不良者等の状態を共有する

図書室（B棟2階）
感染症患者
受入場所
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□

□

□

　2.9.5　その他病気対策の実施

持病の悪化防止を実施する

感染症患者受入場所を確保する

熱中症対策を実施する

□

　2.9.6　市保健師との連携

感染症患者への対応について災害対策本部へ指示を仰ぐ

生活不活発病対策として体操等を実施する

食中毒対策を実施する

□ エコノミークラス症候群対策を実施する

感染症患者と他の避難者の生活動線を分ける

□

　2.9.4　感染症患者発生時の対応

□

感染症患者発生について災害対策本部へ報告する



総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

　2.10　要配慮者等への対応①
　　　　（高齢者・障がい者・傷病者等への対応）

□

本部運営者を含む他者への感染を防ぐため、体調不良者とはできる限り直接的な接触を避
ける

　2.10.2　傷病者への対応

付近の医療救護所や受診可能な医療機関等を把握する

避難所内に応急救護スペースを確保し、応急処置をする体制を整える

注） 重傷者などの場合は、ためらわず（すぐに）11９番通報する

注）

□
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体調不良者と接触する際には、マスクを着用する

□

学校内での避難生活では対応が困難な場合は、市災害対策本部へ対応を要請する
（福祉避難所への移送等）

傷病の状況を確認し随時災害対策本部へ連絡する

要配慮者の負担が少ない避難スペース・支援がしやすいスペースの確保

注）

要配慮者は様々な情報も届きづらいため、積極的な情報提供を心掛ける。

嘔吐処理は、マスク、手袋、ガウンを着用し、0.1％濃度に希釈した次亜塩素酸ナトリウム液を
使用して対応する。

　2.10.3　体調不良者への対応

□

□

□

□

避難者同士の見守り体制を確保する。□

　2.10.1　高齢者・障がい者への対応

□ 介護者や必要な配慮の内容・程度に応じて、避難スペースや支援物資を割り当て、少しでも
過ごしやすい環境の確保に努める。

感染症などが心配される体調不良者は他の避難者との接触を避けるため、専用の受入場所
を設ける

体調不良者の体調が悪化した場合は、躊躇せずに市災害対策本部または１１９番に連絡す
る

□

□



総情 避難 物環

〇
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〇動線に段差が少ない居場所を確保する
〇歩行が困難な人に対しては、支援の方法を聞き、腕を持つなどの
必要な介助を行う。車いすの通路を確保する
〇手の不自由な方への配慮として、食事や衣服の着脱、トイレなどの
介助が必要
〇行動範囲が狭いので、必要な物は身の回りに置く

〇防寒、避暑対策（特に妊娠後期や乳児）として空調がない（使えな
い）場合は、毛布、段ボール、新聞紙、カイロ、うちわ、保冷剤などを活
用する
〇お腹が大きくなってきた妊婦には、洋式トイレの確保が必要、乳幼
児の場合は保護者と一緒に入るため、障がい者用トイレも有用
〇個室に近い環境が難しい場合には、安静にできる場所や横になって
仮眠できる場所を確保する
〇トイレや授乳など共用部分に行く回数が多いため、体育館など一般
の居室では通路に出やすい場所を確保
〇物資の配給では「早い者勝ち」にならないよう、時間差で配給を行う

内部障がい
者・難病患

者

　2.10.4　要配慮者の特性に応じた配慮事項（参考）

肢体不自由
者

○高齢者は、不便な避難生活で急速に活動力が低下し、寝たきり状
態になりやすい。健康状態に十分配慮し、可能な限り運動できるス
ペースを確保する。
○トイレに近い場所に避難スペースを設ける。
○おむつ使用者のために、交換の場所を別に設ける。

高齢者

特徴

○介護を必要としている場
合は力が衰え行動が遅くな
る場合もある

〇どのような方法でコミュニケーションをとればよいのか、まず本人に確
認する
〇話すときはまっすぐ顔を向け、口を大きく動かす
〇身振りや筆談、手のひらに書く、携帯電話やスマートフォンの文字入
力も有効
〇情報伝達に取り残されないよう避難者全体への連絡は掲示板など
の表示を活用する

〇車いす等の補助用具が
必要

認知症
患者

聴覚障がい
者

主な対象者

妊産婦
乳幼児

○妊娠初期（～15周）の場
合、外見上、妊娠している
ことが分かりにくい
〇妊娠後期（28週以降）で
は早産（妊娠37週未満）の
リスクが高くなる
〇出産後８週間程度は母
体の回復のために十分な
休養が必要
〇乳児（１歳未満）は体温
調節機能などが未熟

〇食事制限や常用薬を確認する
〇ストマ用装具（人工肛門、人工膀胱の方）など確保が必要な用具を
確認する
〇酸素ボンベを使用している方は、転倒、破損しないような場所やス
ペースを確保する
〇人工呼吸器等の医療系機器を使用している場合、優先的に電源を
使用ができるようにする。ただし、発電機や太陽光発電設備などの非
常電源については、医療系機器の動作がメーカーによる使用想定外
であるため、停電時は医療機関への搬送を優先し、生命の危機に瀕
する場合に限り、当事者の責任において使用を可とする

〇「驚かせない」、「急がせない」、「自尊心を傷つけない」の３つの「な
い」が対応の基本
〇急激な環境変化に対応できないため、可能であれば仕切りなどで、
静かでゆっくり対応できる場所を確保する
〇安心できるよう知人が近くにいる環境を確保する

〇緊急事態の認識が不十
分なことがある
〇環境変化に弱く、精神的
動揺が見られることがある

〇手話、要約筆記、文字、
絵図等を使用した「目で見
える情報」によるコミュニ
ケーションが必要
〇コミュニケーションボード
の活用

配慮事項の例

〇文字による情報は、読み上げるなど音声にして伝える
〇トイレの場所や食事の配給場所へのルートを一緒にガイドしながら説
明する
〇盲導犬を伴っている場合、直接盲導犬を引いたり触ったりしない

〇音声によるコミュニケー
ションが必要

視覚障がい
者

〇人工肛門、人工膀胱の
ある方、人工透析を受けて
いる方、酸素ボンベを使用
している方などもいる
〇車いす等の補助用具が
必要なことがある



総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

□ 女性の要配慮者への介助（特に、着替え・トイレ・入浴）は、女性による支援に努める。

　2.11.1　女性への配慮

□

（注意した方がよい症状）

トイレや更衣室などは、男性用と女性用を離して設置する。

　2.11.2　妊婦や産後間もない母親、乳幼児への配慮

□

□

□

○発熱、悪露（出血）の急な増加、傷（帝王切開、会陰切開）の痛み、乳房の腫れ・
痛み、母乳分泌量の減少などがある場合
○気が滅入る、イライラする、疲れやすい、不安や悲しさに襲われる、不眠、食欲が
ないなどの症状がある場合

○お腹の張り・腹痛、膣からの出血、胎動（お腹の赤ちゃんの動き）の減少、浮腫（む
くみ）、頭痛、目がチカチカするなどの変化を感じた場合
○胎児の健康状態、妊婦健診や出産場所の確保に関する不安などがある場合

○赤ちゃん返り、食欲低下、落ち着きのなさ、無気力、爪かみ、夜尿、自傷行為、泣
くなどのいつもの様子と異なることが続く場合

母子（妊婦・乳児）に適した生活スペースの確保を検討する

□ 健康状態に配慮し、相談体制を確保する

□

生活必需品を確保する

産後間もない
母親

授乳室を設置する□

妊婦
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　2.11　要配慮者への対応②
　　　　（女性や性的マイノリティ・外国人への配慮）

□

女性特有の生活用品（生理用品・下着等）の物資保管場所を確保する。

女性特有の生活用品（生理用品・下着等）を配布する場合は、配布場所や方法に留意する

乳児

女性用更衣室・女性用スペースを確保する。

○発熱、下痢、食欲低下、ほ乳力の低下などがある場合
○夜泣き、寝付きが悪い、音に敏感になる、表情が乏しくなるなどいつもの様子と異
なるなどのことが続く場合

幼児



総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

□ 本人の性の在り方を勝手に第三者に伝えず、常に本人確認を徹底する

男女別の物資支給を見た目で判断しない（外部から見えないように渡し方を工夫）

□ 多目的トイレ・更衣室など、性別を問わず誰もが使用できる場所を確保する

□ 性別情報が必要な時は、何のために性別情報が必要となるか本人に説明する

□ 洋服などは不必要に男女別に分けて提供せず、サイズで分けるなどの工夫をする

　2.11.3　性的マイノリティへの配慮

□

相談体制を確保する

□

-38-

　2.11.4　外国人への配慮

多様なニーズを持つ主体がいることを認識する

□ 受付時には性別記載を任意とする

□

□

□

多様なニーズをすくい上げられるよう、匿名で提出できる目安箱などを設置する

写真
（ボックス）

写真
（シート例）

□

避難所内に多言語表示シートを掲示する

男性・女性を問わない空間や支援を確保する

写真
（シート例）

多言語表示シート

写真
（シート例）

□

食事や生活など、文化や習慣にの違いに、できる限り配慮する

□

掲示物などは、「やさしい日本語」を使用する



総情 避難 物環

〇

※「災害時のこどもの居場所づくり」手引き（こども家庭庁）より

総情 避難 物環

〇

※「災害時のこどもの居場所づくり」手引き（こども家庭庁）より

物資の提供

安全・安心な場づくりの視点

▸ 災害後のこどもの心の状態やこどもに見られやすい身体化症状に配慮

▸ のちに災害を肯定的に振り返ることができる”何か”があると災害によるダメージを緩和し、

その後の暮らしの支えとなる場合がある

こどもの権利の保障の視点

□

□
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□

こどもの主体性を活かした活動

□

□

安全・安心な場の提供

こどもの育ちと心の回復を支える視点

□

学習の場の提供

　2.12.1　こどもの居場所づくり

□

　2.12　こどもへの配慮

　2.12.2　こどもの居場所確保に向け配慮すべき事項等

【災害時のこどもの居場所づくりのための重要な視点】

▸ 災害時に侵害されやすいこどもたちの権利を守る場という視点が大切

▸ こどもの意見表明の機会やこどもが活動に参加する機会を保障

□

食事やおやつの提供

▸ 居場所の利用について、困ったことが起こり、トラブルがあったりした場合に、こどもや保護

者がすぐに相談できる窓口や意見箱を設置する

遊びの場の提供

□

情報の提供□

相談支援

□



※「災害時のこどもの居場所づくり」手引き（こども家庭庁）より

総情 避難 物環

〇

※「災害時のこどもの居場所づくり」手引き（こども家庭庁）より

【こどもに見られやすい身体化症状】

【こどもにやさしい空間】　６つの大切なこと

　2.12.3　こどもに見られやすい身体化症状

学童期
（６～１２歳）
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夜驚、頭痛
食欲低下、腹痛、便秘
喘息やアトピーの悪化
吃音、チック

髪の毛を抜く（抜毛癖）
憂うつな気分
いらいらする

思春期
（１３～１８歳）

頭痛、腹痛、食欲低下
吐き気、めまい
耳鳴り、過換気、睡眠障害
手足が動かない
意識がぼーっとする
チック
喘息やアトピーの悪化

乳幼児
（０～５歳）

夜泣き、夜驚
おねしょ、頻尿
食欲低下、下痢
チック、発熱

暗い所を怖がる
甘えがひどくなる（いつも一緒にいたがる／母親に添い
寝をねだる／膝の上に乗りたがる）
トイレにひとりで行けない
爪噛み癖
乱暴な行動

　１　こどもにとって安心・安全な環境であること
　２　こどもを受け入れ、支える環境であること
　３　地域の特性や文化、体勢や対応力にもとづいていること
　４　みんなが参加し、ともにつくりあげていくこと
　５　様々な領域の活動や支援を提供すること
　６　だれにでも開かれていること

行動上の症状

身体化症状は、異常事態における正常な反応であり、安全・安心が回復することでメンタルヘルスが
改善され、身体化症状も落ち着いていくことが多い
緊急時にこどもが安心して過ごせる居場所があることはこどものメンタルヘルスの面でも重要である

暗い所を怖がる
甘えがひどくなる（いつも一緒にいたがる／おっぱいを
触る／膝の上に乗りたがる）
トイレにひとりで行けない
ゆびしゃぶり、爪噛み癖
赤ちゃん言葉
多弁、乱暴な行動

身体化症状



総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

注） 体育館上部のキャットウォークは、窓の開閉時以外は立入禁止とする

□

避難所内で盗難が発生する可能性もあるため、注意する

就寝場所や女性専用スペースも巡回し、安全を確保する

避難所への出入りを制限し、外部からの侵入を防ぐ

避難所内を定期的に巡回し、不審な人物や状況がないか確認する

□
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□ 防犯ブザーやホイッスルを配布し、万が一の事態に備える

□

□

□

　2.13.2　巡回警備と安全確保

　2.13.3　貴重品の管理

□

　2.13　防犯対策

女性専用スペースを設け、安心して過ごせるようにする

□ 間仕切りやカーテンなどでプライバシーを確保する

　2.13.1　避難所の出入り制限とプライバシーの確保

□

貴重品は常に身につけるか、安全な場所に保管する□

避難者が自由に持ち出し可能な物資、本部等で管理する物資を区別し適正に管理する

　2.13.4　防災物資等の管理

特に発災直後など、物質等に限りがあるような状況下では、物資の盗難、無断持ち出し等に
注意する



総情 避難 物環

〇

総情 避難 物環

〇

□

□

□ 性暴力やＤＶ防止に関するポスターなどを掲示する
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　2.13.5　避難経路の確保

　2.13.6　性犯罪対策

授乳やおむつ替えのスペースを作り、まわりから見えないよう、囲いをする

避難経路に物を置かない、通路幅を確保するなどの対策を行う

□ 夜間、死角になるような場所へは照明器具を設置する

人目に付きにくい場所、危険な場所をあらかじめ把握し注意喚起する

女性や子どもは、複数人で行動するようにする

□

夜間は一人で出歩かないように呼び掛ける□

トイレや更衣室は男女別に設置し、できる限り男性用と女性用の設置場所を離す

女性や子どもに防犯ブザーを配布する□

□ 避難経路を確保し、二次災害が生じた際にもスムーズな避難ができるようにする

トイレや更衣室などに防犯ブザーを設置する

□

□

□ 女性や子どもが安心して着替えられるよう、男女別の更衣室を設ける

□



（居住グループと構成員数等の目安）

【避難所運営委員会のメンバーの選出】

【避難所運営委員会組織体制】

ー

ー

ー

ー

ー

ー
※班長・副班長は、できる限り男女１人ずつ選出する

【避難所運営委員会の人員構成】 （◎：中心となる人員、〇：支援・補助人員）

※各班構成人数の目安：避難者の人数に応じ、概ね１０人～５人程度

　3.1.2　避難者による自主的な避難所運営体制の構築

居住グループごとに正副リーダーを選出する
※正副リーダーは、できる限り男女１人ずつ選出する

１５～１０グループ ２０～３０人

１５０人程度 １０～５グループ

□

□

１５～３０人

班長・副班長

総務班

班長・副班長

班長・副班長

□

配備職員 学校

避難所の運営にあたり避難者自身の役割を明確化することで避難者自身が運営に貢献できる体制を
構築するとともに、避難所内でのコミュニティを構築するため居住グループを編成する

居住グループは概ね２０人から３０人程度で編成する
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班長・副班長

　3.1　避難者の避難運営への参画

　3.1.1　居住グループの編成

避難者数 居住グループ数

２０～３０人

３００人程度

総務班

避難所運営委員会のメンバーは、各居住グループ（組）より必要な人員を選出し構成する
（居住グループ（組）から各班に２～３人ずつ選出する）

◎

環境・衛生班

食料物資班

在宅避難者等支援班

構成人数

５００人程度 ２５～１５グループ

◎ 〇

情報広報班

避難所避難者支援班委
員
長

副
委
員
長

班長・副班長

避難者

〇 〇 〇

〇 〇 ◎
◎

〇◎

班長・副班長

地域関係者

〇 〇

情報広報班

避難所避難者支援班

在宅避難者等支援班

食料物資班

環境・衛生班 〇

◎ 〇 〇

復旧期以降



※班編成や役割は、標準的な例のため、避難所の状況に応じ適宜検討する

　3.1.3　避難所運営委員会各班の主な役割
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●避難所の総括

●避難者名簿に関すること
●生活環境に関すること
●避難所運営ルールに関するこ
と

●地域との連携に関すること
●ボランティアに関すること
●各種報告・要請・調整等

●問い合わせ対応

総務班

□避難者ニーズの把握
□避難者からの意見・要望の受付
□相談窓口の設置
□避難者の心のケア
□郵便物・配達物、訪問者への対応
□傷病者への対応
□福祉・医療分野各団体等との連絡調整
□避難者の健康状態の把握・健康維持
□要配慮者への対応
□福祉・医療分野各団体等との連絡調整
□外国人への対応

●災害情報等に関すること

●支援情報に関すること

□災害に関する情報周知
□復旧・復興に関する情報周知
□生活支援に関する情報周知

□在宅避難者等の状況把握
□在宅避難者等の支援ニーズの把握
□在宅での生活に必要な物資等のニーズ把握
□在宅避難者等への物資配給方法等の検討
□各種生活再建に係る情報提供

●避難者支援に関すること

●避難者に関する諸対応
●避難者の救護に関すること

●要配慮者への対応に関するこ
と

避難所避難者
支援班

□日常清掃の呼びかけ、衛生環境の確保
□感染症予防
□食料品等の衛生管理
□トイレ等の衛生管理
□ごみ集積場所の管理
□ペットの受入環境管理

●衛生環境に関すること

●トイレ・ごみに関すること

●ペットに関すること

環境衛生班

情報広報班

□支援物資の調達・受入
□支援物資の管理
□支援物資の配布
□燃料の調達要請
□発電機等防災資機材の管理
□施設から借用した物品の管理

●救援物資に関すること

●避難所運営に必要な
　 物資等に関すること

□避難所運営会議の開催
□各班の状況確認
□避難者の把握・名簿の管理・入退所管理
□避難所運営上の留意事項の確認
□生活空間・共用空間の確保
□避難所の秩序と安全維持
□生活ルールの決定と周知
□地域との連絡調整・情報提供・活動連携
□ボランティアニーズの把握・活動調整
□市災害対策本部との連絡調整・報告
□応援職員の受入
□学校（施設管理者）との連絡調整
□外部との連絡窓口

食料物資班

●在宅避難者等の支援に関す
ること
●各種支援の提供在宅避難者等

支援班



※その他、広報紙や自治会回覧など、災害の状況を踏まえつつ、住民へ届く広報を心掛ける

　3.2　在宅避難者等への支援

状況把握の主な方法

　3.2.1　在宅避難者等の状況把握

家屋に大きな被害がなく、自宅で避難生活を送る人や家屋が被災しながらも避難所に行かず自宅に
留まり不自由な生活を続ける「在宅避難者等」の状況を把握し必要な支援を提供する

□ 状況把握において必要となる情報

世帯に関する情報

　3.2.2　支援実施の周知・広報

水道、電気、電話、ガスの使用状況、トイレの使用状況、入浴状況、洗
濯状況、通期・通学の状況　等

生活再建に関する情報 罹災証明書、ボランティアニーズ　等

地域コミュニティによる確認
自治会長や自主防災組織が、地域の住民名簿等を活用し、安否未確
認の世帯を調査する

避難所外への配布
・相談窓口

物資配布の際に避難所外避難者も対象とし、アンケートや配給カードを
活用して情報を収集する

保健師、福祉関係者、民生委員、行政職員が、一軒一軒家庭を訪問
して安否や生活ニーズ等を聞き取る

健康に関する情報 持病の有無、傷病状況、通院状況、薬の有無　等

生活に関する情報

□

戸別訪問・ローラー調査

周知・広報の方法

▸ 防災行政用無線（防災ラジオ、メール配信サービス、ｔｖｋデータ放送）

▸ 市公式ＬＩＮＥ

▸ 市ホームページ

▸ 広報車両による巡回放送

▸ 自主防災組織・民生委員等による直接伝達
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世帯人数、世帯状況、介護や子育てのニーズ　等

住まいに関する情報

□

注）
在宅避難者等の状況把握については地域（自主防災組織）の協力が不可欠となるため、日
ごろから連携方法等を確認しておく必要がある

自宅の形態、被害状況、復旧状況、現在の住まい、今後の住まい　等

復旧期以降



物資配布方法の決定

　3.2.3　応急給水拠点

▸ 給水車から随時給水を受けるため、給水車の車両動線を考慮する

▸ 避難所避難者及び避難所周辺の在宅避難者等への受け渡しの利便性も考慮する

▸ ライフラインの復旧情報：電気、ガス、水道の復旧見込み、給水所・給電スポットの情報

▸ 支援物資の配布情報：水、食料、衛生用品（携帯トイレ、生理用品）の配布場所・時間

▸ 医療・健康情報：救護所、診療可能な医療機関、避難行動要支援者への訪問診療

▸ 安全情報：建物の損壊状況、道路・交通状況、二次災害の警戒情報

▸ 相談窓口情報：罹災証明書の発行、義援金、各種支援手続き

□

□ 物資配布場所の選定

□ 主な配布物資
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　3.2.4　食料・生活物資等の提供

▸ 避難所での直接受け取りを原則とする

▸ 自主防災組織等の協力・ボランティアの活用

　 （要配慮者等、避難所での受け取りが難しい方への対応を検討）

▸ 基本8品目

　　食料、飲料水、簡易トイレ、毛布、粉ミルク、大人用おむつ、子供用おむつ、生理用品

▸ その他

□

応急給水実施場所の選定

注） 場所の選定において考慮すべき事項

　3.2.5　災害に関する情報の提供

□ 情報掲示場所の選定

□ 主な提供情報



　4.1.1　避難所の閉鎖・統合に向けた対応検討

□

□

□

□

避難所の閉鎖時期の内外周知方法の検討

避難者への個別説明

掲示板等での全体周知

□ 生活再建に関する情報提供及び相談の実施

学校（施設管理者）との協議

□ 避難所閉鎖時期の目安を検討

二次的避難所（ホテル・旅館等）の検討□

避難者の状態に応じた避難所移動（別の避難所への移動）を検討

　4.1.2　避難所の閉鎖・統合に向けた説明

□

　4.1.3　避難所の閉鎖・統合に関する周知

□
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在宅避難者等の支援体制の検討

仮設住宅や仮住まいに関する情報提供

居住グループリーダー等への説明

避難者の退所目途の把握□

□ 避難者へのヒアリング・意向調査

□

　4.1　避難所の縮小・閉鎖

□

撤収期



（作業項目）

閉鎖・統合に向けた作業完了の見込みが立った時点で避難所運営委員会の会議を開催し、解散す
る

避難所運営委員会の解散

避難スペース等避難所として使用したスペースや物品の片づけ・清掃

□

□

　4.1.4　避難所の閉鎖・統合に向けた作業

□

避難所運営委員会では、避難所の閉鎖・統合に向け以下の作業についてスケジュールを立て、閉
鎖・統合日までに計画的に進める。

避難所が閉鎖する段階では、ライフラインは復旧し、店舗の営業や物流も再開しているこ
とが想定される

避難所運営に係る記録の整理

　4.1.5　避難所運営委員会の解散

□

施設の修繕個所等の確認

□ 避難者情報の統合先への引継ぎ（特に配慮事項）

□ 避難者の引っ越し見守り

□

　4.1.6　避難所の閉鎖

避難所を閉鎖する
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※各種様式は「避難所開設セット」内にあり

　（参考）関係様式・掲示物等
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様式１、様式２ー１
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様式２ー２（表裏）
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-53-

様式３、様式４
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様式５、様式６



-56-



-57-

様式７、様式８



-58-



-59-

様式９ʷ１（表裏）
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様式９ʷ２（表裏）
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様式１０、張り紙
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ポスター（避難生活）
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ポスター（感染予防）
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ポスター（衛生対策）
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張 0 ☑ ☑
張 ☑ 0 ☑
張 ☑ 0 0

台 ☑ ☐ 0

枚 ☑ 0 ☑
台 0 ☑ ☑
台 0 ☑ 0

個 0 0 ☑
個 0 ☑ 0

枚 0 0 ☑
箱 0 0 ☑
個 ☑ 0 ☑
台 ☑ 0 ☑
枚 0 0 ☑
枚 0 0 ☑
枚 0 0 ☑
台 ☑ 0 0

台 0 0 0

個 ☑ 0 0

個 ☑ 0 0

個 ☑ 0 0

台 ☑ 0 ☑
台 0 0 0

台 ☑ 0 0

ｾｯﾄ ☑ 0 0

食 0 0 ☑
本 0 0 ☑
箱 0 0 0

箱 0 0 0

箱 0 0 0

箱 0 0 0

※備蓄物資の詳細は、次項「一覧表」参照のこと

40 コンテナ スチール その他

多目的ベッド 40

ブルーシート

簡易ベッド スチール

400 コンテナ スチール その他

その他

多言語表示セット

その他

災害用汚物処理セット（100枚／箱）

スチール その他

20 コンテナ

51 コンテナ

20

　（巻末資料）防災備蓄物資・資機材等
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数量

コンテナ スチール その他

名称

給水タンク（１ｔ）

保管場所

　主な防災備蓄物資・資機材の数量と保管場所

0

炊き出し釜セット 1 コンテナ スチール その他

非常食 1010 コンテナ スチール

スチール その他

生理用品

ワンタッチパーテーション 50 コンテナ スチール その他

パーソナルテント（体調不良者用） 7

698 コンテナ

840 コンテナ スチール その他

コンテナ スチール その他

発電機

スチール その他

816

コンテナ

大人用おむつ

こども用おむつ

スチール その他

投光器 4 コンテナ

その他

ろ水機 2 コンテナ スチール その他

スチール

5 コンテナ スチール その他

その他

ＬＥＤライト 3 コンテナ スチール その他

蓄電池（ポータブルバッテリー） 0 コンテナ

コードリール 9 コンテナ スチール その他

コンテナ スチール その他

プライベートテント（トイレ等多目的） 10 コンテナ スチール その他

組立式仮設トイレ

簡易トイレ

折り畳みマット 200 コンテナ スチール その他

スチール その他

52

コンテナ スチール その他

毛布

6 コンテナ スチール

ワンタッチハウス 3

エアーマット

コンテナ スチール

その他

コンテナ

1 コンテナ スチール その他

給水タンク（0.25ｔ） 4 コンテナ スチール その他

飲料水（500ml） 240 コンテナ スチール その他

スタートセット 1 コンテナ スチール その他

避難所開設セット 1 コンテナ スチール その他

感染症対策セット 1 コンテナ スチール その他
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　防災備蓄物資・資機材等の詳細
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